
(2)自然動態の状況

① 出生数・死亡数および自然動態の推移
。自然動態を見ると2004年以降一貫して自然減となっており減少幅は拡大傾向にある。 (図表 6)

図表 6出生数・死亡数および自然動態の推移
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② 合計特殊出生率の推移と比較
・合計特殊出生率は 2003年～2007年の 1.4ま で下落が続き、2008年～2012年では上昇している。こ
の間、概ね長野県平均を下回つている。 (図表 7)
。県内 19市と比較すると、19市中 15位であり、低水準に留まっている。 (図表 8)

図表 7須坂市および長野県の合計特殊出生率の推移
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